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産業廃棄物処分場周辺地区住民の無機水銀曝露調査

尿中水銀濃度，自覚症状ならびに腎機能
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目的　本調査の目的は，長崎県内の一産業廃棄物処分場の周辺地区住民における無機水銀曝露お

よびその健康影響の有無を検討することである。この地区では，1975年より下水道汚泥およ

び安定型産業廃棄物が埋め立て処分されており，1997年7月以来，浸出水・河川水から環境

基本法に基づく「人の健康の保護にかかわる環境基準」を超える総水銀（0.0006-0.0020

mg/l）が検出されている。また，処分場に最も近い井戸（現在は使用されていない）から

も無機水銀が検出された。

方法　1998年11月～12月，長崎県K町の産業廃棄物処分場周辺地区（以下汚染地区）の10歳以

上住民48人（男性25人，女性23人，11-91歳）および対照地区住民49人（男性27人，女性22

人，10-82歳）を対象として，無機水銀曝露の健康影響に関連する自覚症状，職業的水銀曝

露，魚介類の摂取頻度，飲料水の種類，生活習慣などに関する質問紙調査を行った。また，

早朝尿中の総水銀濃度，総蛋白濃度およびN-acetyl-β-D-glucosaminidase（NAG） 活性を

測定した。

結果　汚染地区の男性では，「手がふるえることがありますか」および「すぐいらいらすること

がありますか」の2項目で有訴者割合が対照地区に比べて有意またはほぼ有意に高かった

（P-値は，それぞれ0.02，0.10）。また，「疲れやすいですか」との質問についても，地区間

で回答の分布にやや差が認められた（P-値＝0.07）。一方，女性では，両地区間で自覚症状

の出現割合に有意差は認められなかった。男女を合わせて，ロジステイック回帰分析により

性・年齢を補正した場合，汚染地区では「すぐいらいらすることがある」と答えた人の割合

は有意に高く（Prevalence odds ratio＝2.43，95％信頼区間1.01-5.85），「疲れやすいですか」

との質問に「いいえ」と答えた人の割合は有意に低かった（Prevalence odds ratio＝0.34，

95％信頼区間0.13-0.90）。「手がふるえることがありますか」との質問については，対照地

区で有訴者がいなかったため，回帰係数の推定は不可能であった。しかし，早朝尿中総水銀

濃度（μg/g creatinine）の幾何平均値（および95％信頼区間）は，汚染地区では男性0.66

（0.48-0.91），女性0.96（0.70-1.33），対照地区では男性0.81（0.60-1.09），女性0.83（0.57-

1.22）であり，男女とも地区間で有意差は認められなかった。また，尿中総水銀が工場労働

者で中枢神経系への影響が認められているレベル（約30μg/g creatinine）を超えた人は，

両地区とも存在しなかった。尿中総蛋白濃度およびNAG活性にも，男女とも地区間で有意

差は認められなかった。

結論　汚染地区において無機水銀の曝露量が増加していることを示す証拠は得られなかった。し

たがって，上記の自覚症状の出現頻度の差は，無機水銀曝露の直接の影響によるものではな

いと結論した。今後，発生源対策によって生活用水の汚染をできるだけ防止すること，水源

の水質をモニタリングしていくこと，そして最終的には上水道の設置などによって安全な生

活用水が確保できるようにすることが必要であると考える。
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